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れている時間も長いため，不安が強まり，病状を悪化さ
せてしまうこともあり得るのです。そのため，外泊に於
いて，外泊中の患者の状態を詳しく知り，また家族から
の十分な協力を得ることは，今後の治療方針を立てる上
でも重要なものとなるわけです。そこで，私たちは『家
族の方へのお願い』という用紙を，外泊時，持参させて
います。その主な内容としては，服薬，食事，睡眠，感
情，行動及び1日の生活状態を記述，○つけ方式にして
います。しかし，従来の用紙に於いては，内容に幅がな
い，書きにくい，個別性が盛り入れられない等の問題が
生じてきたため，これを機会に検討を加え，新用紙作成
を実施しました◎
　新用紙に於いては，医師よりの患者個々への外泊中の
注意事項を記入してもらい，2回以後の外泊の場合には，
前回外泊との比較を記入する，また封筒に入れることに
より，用紙の重要性を示すなどの工夫をしてみました。
　現在，その用紙の使用を試みている段階であり，十分
な効果を得られたとは言えませんが，中間報告として，
ここに発表し，また，新たな課題を含め，今後さらに研
究を進めていきたいと考えています。
　　　　　　　　　　　　（14，15頁のシナリ参照）
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　当神経科病棟において，外出，外泊は社会復帰への第
一歩として，治療上重要な役割を果たしています。
　入院生活を送りながら，ある程度の段階で患者に，外
出・外泊を許可することによって患者は，しばらく離れ
ていた社会というものに接し，自らをその中に置き，社
会というものに慣れていくのです。
　患者によっては，スムーズに社会に適応しうる場合も
ありますが，入院生活が長くなると，ためらわずに社会
に適応していくことが困難な場合もあります。かりに，
外出に慣れた患者であっても，外泊となると，病院と離
　6病棟　発表青：森田洋子
　　細田，野呂，杉田，田辺，田村，堀川，高階，
　　山「1，平尾，丸山
　眼科に於いて，患者の大半は視力低下を伴う。最近
は手術療法が進歩した為，視力回復して退院する患者が
多い。その反面視力回復しないまま退院する患者もまれ
にある。そのような患者に対して一般的な退院指導しか
行なっていなかった為，退院後独り暮しの老人や経済面
に対して不安定な人はどのような生活をしているのか？
退院指導は役立っているのか？　また，視力回復のない
まま退院した患者はそのままにされているのか？
他に何か道はあるのか？　という疑問を持ち，研究しよ
うとこのテーマを取り上げた。そこで今回私達は特に視
力回復見込みのない患者を対象に，福祉の面から何か役
立つことを考え身体障害者手帳を中心に研究を進めてみ
た。まず，ある一人の該当患者にこの事を話し，幾度か
交渉したがこの患者は現在も視力回復に望みを持ってい
るとの事で断わられた。私達はこのような患者の複雑な
心理状況も理解せず，一方的であったことに気付き反省
させられた………。
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〈改正前のシナリ〉
家族の方へ澄願い
この用紙は患者さんが，家庭に帰ってどのような状態であったかを知る為のものです。
又これは患者さんの治療に役立てるものですから家族の方がありのままを記入して下さるよう
に御協力をお願い致します。
尚、家庭での生活は病院の生活に合せて次の注意事項を守って下さい。
　1）　持参されたお薬はまちがいなく決められた時間に服用させて下さい。
　2）　病院で出されたお薬以外は服用させず家族の方が管理して下さい。
　3）　外泊についての医師、看護婦の注意は必ず守って下さい。
　4）　外泊中について変った事がありましたらすぐに病院に連絡して下さい。
帰宅時間　　　月　　　日　　　時　　　分　　　患者氏名
自宅出発月日時分保護者名㊥該当するものに○印をつけて下さい。
帰宅時の状態　　　　　　院外に出てから緊張感はなかったか
く服
く食
＜睡
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薬〉
事〉
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情〉
ぐ態度・動作5
1日をどのように過ごされましたか｛
その他家族の方が気付いた点がありましたらお書き下さい。
進んで飲んだ、　促すと飲んだ、　飲まなかった
普通に食べた、　食べ過ぎた、　進まなかった、　食べるのに時間がかかっ
た、　規則正しく食べなかった
夜（　　　　　）時から、朝（　　　　　）時迄入山、寝付きが悪かった、
夜中に時々目をさましていた、昼間眠っていた。
普通、気分が変りやすかった、怒りぼかった、乱暴した、意味もないのに笑
っていた、泣いていた、ゆううつそうだった、何事にも興味を示さなかった
落ちついていた、そわそわしていた、よく喋べつた、考えこんでいた、ぼん
やりしていた、動作がのろかった、人と会うのを嫌った、ひとり言を言った
家事の手伝をした、家族の団らんに協調できなかった、病院に帰りたがらな
かった、自分から進んで帰ろうとした、自分から進んで話をした、自主的に
行動した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
帰院時間 月　　日　　時　　分 確認者
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＜改正後のシオリ》
　　家族の方へお願い 東京医大病院神経科病棟
電話342－6111内線323
　このお手紙は患者さんが家庭または、外泊先でどのようにすごされたかを知るためのものです。
また、これは患者さんの治療に役立てるものですから、家族または患者さんのお世話をする方が
あ9のままを記入して下さるよう御協力をお願いします。
家庭での生活は病院の生活に合わせて次の注意事項を守って下さい。
　1）持参されたお薬はまちがいなく決められた時間に飲むようにして下さい。それ以外のお薬
　　　を飲まれる時には必ず御相談下さい。
　2）外泊中は次の注意を必ず守って下さい。
　　　⊂　　　　　　　　　　　り
3）患者さんに何か変ったことがありましたらすぐ連絡して下さい。
外泊中の患老さんはいかがでしたか？
〈服薬〉
〈食；〉
〈睡眠〉
〈感情〉
〈行動〉
　　　　　　　　　　あてはまるところへ○印をつけて下さい
進んで飲んだ　　　　　　促すと飲んだ
飲まなかった　　　　　　（理由　　　　　　　　　　　　　）
普逓に食べた　　　　　　食欲がなかった（理由　　　　　　　　　　　）
睡眠時間（　　　　）時間
よく眠れた　　　眠れなかった（理由　　　　　　　　　　　）
特に変化なし、気分が変りやすかった（どのように　　　　　　　　　　）
怒りっぽかった、意味もないのに笑っていた、泣いていた、ゆうつそうだった、
何事にも興味を示さなかった。
落ちついていた、のろかった、そわそわしていた、よくしゃべった、ぼんやり
していた、考え込んでいた、ひとりごとを言った1人と会うのを嫌った、1日
中眠っていた、自主的に行動した、乱暴した。
1日をどのようにすごされましたか？
（ ）
その他気付いた点がありましたらお書き下さい
（
外泊が2回目以後の方は前回と比較して何かありましたらお書き下さい
　c
）
）
※お持ち帰り品について
　病院にお持ち帰りになる品は入院案内用紙の4．入院時の携帯品の項目を御参即下さい。
　それ以外の品は看護婦に御相談下さい。
帰宅時聞　　　月　　　日　　　時
自宅出i騎間　　　月　　　日　　　時
分　　　　　息者氏名
　　　　　　患者さんとの御関係及び氏名
分　　　　　　　　　　　　　㊥
　　　御協力ありがとうございました。
帰院時間　　　月　　　日　　　時 分
　　御協力ありがとうございました。
担当看護婦
（5S　S－Ste）1 一　15　一
